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授業の目的・概要

授業計画

内容

生活環境学総論 住環境整備総論（目的、整備の流れ、評価、住宅の基礎知識）

住宅改修の基本（配置と動線、段差、手すり、建具）部屋・場所別の環境整備の方法1（アプローチ、玄関）

授業の到達目標

　住宅改修の基本、福祉用具について講義を行います。人間の活動と環境の相互作用を理解し、実習を交えなが
ら、高齢者や障がい者の生活支援のための生活環境評価や住環境整備の方法について具体的理解を深めたいと思
います。高齢者や障がい者の在宅環境(家屋、福祉用具等)を、制度や施策を通して、リハビリテーションの視点
で理解することを目的とします。

1.生活環境、福祉用具の基礎知識が理解できる　2.バリアフリーとユニバーサルデザインについて理解できる
3.生活環境整備の流れ、福祉用具支援の流れが理解できる　4.住宅改修のポイント、福祉用具のメリット・デメ
リットについて説明できる　5.生活環境の整備や福祉用具に関わる制度について理解する

部屋・場所別の環境整備の方法2（廊下、階段、トイレ、浴室、洗面、脱衣室、キッチン、寝室）　　

生活環境の整備に関わる制度　　IT機器・ICTとリハビリテーション 間取り図の作成（演習）

福祉用具総論（目的、支援の流れ、評価）　　各福祉用具のメリット、デメリット

福祉用具1（演習）　グループで福祉用具の使い方、メリット、デメリットについて発表

福祉用具2（演習）　グループで福祉用具の使い方、メリット、デメリットについて発表

福祉用具に関わる制度　　生活環境学のまとめ

自宅の間取り図の作成

ノート提出（5割）　福祉用具のグループ発表（5割）

80%

10%

10%

神戸総合医療専門学校

生活環境論（理学療法学テキスト） 千住秀明・橋元隆　 神陵文庫
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